
　

下
呂
市
に
は
五
つ
の
単
位
民
児
協
（
萩

原
・
小
坂
・
下
呂
・
金
山
・
馬
瀬
）
が
一

一
四
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
呂
単
位
民
児
協
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日 

活
動
強
化
週
間
（
五
月

一
二
日
〜
一
八
日
）
の
う
ち
、
五
月
一
三

日
を
一
斉
活
動
日
と
し
て
、
下
呂
地
域
内

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
チ
ラ
シ
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
地

域
の
方
々
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存

在
と
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
知
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
人
々

を
少
し
で
も
早
く
に
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
型　

笑
顔
で
元
気
に
活
動

下
呂
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

金
山
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
と
の

関
係
づ
く
り
や
見
守
り
、
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
金
山
地
域
の
高
齢
化
率

は
46・４
％
（
R
5・4・30
現
在
）
と
な
り

市
内
で
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
ま
す
。
急

速
に
過
疎
化
が
進
む
地
区
も
現
れ
て
き
て

お
り
、
金
山
単
位
民
児
協
と
し
て
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎

月
一
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
で
は
、
い
か

に
地
域
で
円
滑
に
活
動
し
て
い
く
か
を
考

え
、
勉
強
会
や
グ
ル
ー
プ
意
見
交
換
会
な

ど
を
通
し
て
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
の
見
学
や
就
労
支
援
へ
の
積

極
的
な
協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会

を
就
労
支
援
事
業
所
で
行
い
、
定
例
会
で

は
施
設
内
に
あ
る
就
労
支
援
事
業
所
の
出

前
に
よ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
頂
き
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

馬
瀬
地
域
は
、
下
呂
市
街
中
心
部
か
ら

離
れ
た
山
間
地
に
位
置
し
、
清
流
馬
瀬
川

に
沿
っ
て
南
北
に
長
い
地
形
に
民
家
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
独
居
世
帯
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
近
隣

の
見
守
り
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
訪

問
活
動
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
訪
問
等
の
活
動

が
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
独
自
の
事
業
と
し
て
、
年
に
二
回
、

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
絵
手
紙
を
送
る
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
い
印
象

と
な
る
よ
う
委
員
が
一
枚
一
枚
手
書
き
で

宛
名
を
書
き
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
送
っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
方
か
ら

は
、
年
賀
状
や
近
況
を
知
ら
せ
る
返
信
を

く
だ
さ
る
方
も
あ
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

地
域
の
高
齢
者
と
つ
な
が
り
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
関
係
を
継
続
し
て
い
ま
す

　

萩
原
地
域
内
に
は
二
つ
の
中
学
校
と
三

つ
の
小
学
校
が
あ
り
、
通
常
の
登
下
校
時

や
夏
休
み
と
冬
休
み
明
け
の
最
初
の
登
校

日
に
は
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
一
斉
に
見
守
り
、
同
行
し
て
い
ま
す
。

　

小
坂
地
域
で
は
、
小
坂
中
学
校
の
生
徒

が
地
域
の
見
守
り
の
一
環
と
し
て
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
生
徒
が
育

て
た
花
の
苗
を
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

手
渡
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
同
行
、
困
り
ご
と

相
談
な
ど
介
添
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

▲高齢者へ送付される絵手紙

▲毎朝の登校を見守る
　民生委員・児童委員の姿

▲ショッピングセンターでの
　啓発活動

▲就労支援センターでの定例会
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定
例
会
で
ス
キ
ル
アッ
プ（
金
山
地
域
）

絵
手
紙
に

　
心
を
込
め
て（
馬
瀬
地
域
）

子
ど
も
見
守
り
〜（
萩
原
地
域
）

心
を
込
め
て
花
を
贈
る（
小
坂
地
域
）

地
域
へ
の
活
動
紹
介（
下
呂
地
域
）

▲玄関先で花を渡す
　小坂中学校の生徒


